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スクリュの後部に整形板を取り付けた。溝幅は,水稲条間
1 は じ め に

に作溝するため10～15cmに ,溝深さは大区画水田において

福島県内の排水不良田においては,水稲の生育期間中の  もできるだけ大きな溝の勾配をとるため,15～ 20c lに可変

水管理と収穫期の落水効果を高めるため,中十 し前後に作  できるように設計した。

溝作業が行われている。

作溝作業は,歩行型の機械を利用して行われている例が

多いが,近年,圃場区画の大型化に伴い,労働強度の小さ

な動力作溝機の開発が要望されている。

本課題では,年間稼働時間の短い乗用型田植機を利用 し

た乗用型の作溝機を開発したので,試作機の大区画水田に

おける適応性について報告する。

2 試作機の概要と試験方法

は)試作機の概要

試作した作溝機は,乗用田植機の植付け部を取り外 し
,

作溝部を装着したものである。作溝部は,ス クリュ型で
,

表 1 試作機の主要諸元
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図 1 試作機の概要

作溝位置は,作溝作業の所要動力を軽減するため,本機

の右車輪走行跡とした。作溝部の動力は,植付け部駆動プー

リからVベ ルトで取りだし,交差軸伝導装置を介して,ス

クリュを駆動 した。試作機の概要図と諸元を図 1及び表 1

に示した。

0)試作機の圃場適応性試験

1)供試圃場 相馬市,保原町,矢吹町 579～ 951a

2)作溝間隔 5～10m

3)作業方法

作溝は,水稲条間に沿って (区画長辺方向), 5～ 10m

間隔に作成し,さ らに,各溝を連結するための作溝を,排

水口償1に (区画短辺方向)1本作成 した。溝相互の連結の

手直しと排水口との連結は,手作業で行った。

4)調査項目 試作機の作業性能,水稲の損傷株数 ,

収量
3 試験結果及び考察

(1)試作機の走行性

供試各圃場の耕盤までの深さが14～ 17mの 条件であった

が,試作機の圃場内走行には支障は無かった。

0)作溝の形状

図2に 示すように,試作機により深さ約15m,幅 10～ 15

cmの溝が安定して作成できた。また,ス クリュによる作溝

スクリュ駆動用プーリ

テンションプーリ

根付け部
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のため,土壌硬度の高いところでも一定の溝が掘ることが

できた。作業中の圃場の水深は 1～ 10coの範囲であったが
,

作溝作業に支障はなく,溝の両側には断続的に土が盛 られ

るため,溝への水の流入は容易であった。中千 し前に作成

した溝は,収穫期においても明瞭に残っていた。

0)作業能率

表 2に示すように,作業能率は圃場作業量で381～ 595

a/hであった。水稲条間を走行するため,作業速度は04
m/s前後が安定した作業をするための上限であると考え

られた。

表2 作業条件及び作業能率

溝相互の連結及びJ昧日と溝の連結は,手作業による手

直しを要し,総作業時間の概ね 2割を占めた。

に)水稲の損傷及び収量

作業時の水稲の損傷は,直線走行時は,条間の乱れてい

る一部の箇所以外,ほ とんど損傷は発生 しなかった。旋回

時は,1旋回当たり50～70株が損傷を受け,旋回部分の玄

米重は,無旋回部分に比べてやや低下した (表 3)。 しか

表3 1旋回 (180度)当たり損傷株数及び損傷割合
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図 2 作溝時及び収穫時の溝断面

表 4 90度旋回部分の収量 (1991年保原町)

項 目
坪刈面積

(イ )

粗玄米重
(kg/a)

精玄米重
(kg/a)

旋回損傷部

対 照

21
12

426

463

399
436

し,圃場全体での損傷株割合は,最 も旋回回数の多かった

5m間隔の作溝圃場においても05%未満であり.減収割

合は軽微であると考えられた (表 4)。

4 ま と め

乗用田植機にスクリュ型作溝機を取り付けた,乗用作溝

機を試作 し,大区画水田での適応性を検討した。

C)試作機による作溝で,深さ約15co,幅 10～ 15mの 溝

が作成できる。

(a 作業能率は,大区画水田を 5～10m間隔に作溝 した

場合,手直し時間を含めて40～60a/hで ある。

3)作業時の水稲の損傷は, 1旋国 (180度 )当たり50

～70株である。大区画水田を 5m間隔で作溝した場合,損
傷株率は05%未満で,減収割合は軽微である。

ω
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項  目 相,馬市 I 相馬市■ 保原町

損傷程度小

損傷程度中

損傷程度大

54

288

278

18

298

386

81

172

423

合 計 61 0 552 673

全 損 傷 数

損傷株割合(%)

332

047

610

026

942

045

注 1)損傷程度小 :茎数の20%未満が理没

損傷程度中 :茎数の60%未満が埋没

損傷程度大 :茎数の60%以上が埋没
2)損傷株割合は,圃場内全株数に対する全損傷株

数割合

目項 相馬市 I 相馬市Ⅱ 保原町 矢吹町

作 業 年 月 日

圃 場 区 画 (m)

圃 場 面 積 (a)

作 溝 間 隔 (m)

草     丈  (cn)
耕盤までの深さ  (¨ )

下げ振り貫入深   (cm)
水     深  (m)

1991 625

495× 117

579

5

534

137

72
100

1991 625

49 5Xl17

579

10

514

159

81
27

1991 628

888× 1071

95 1

5

564

170

68
15

199076

210× 452

949

55
465

76
42

作 業 速 度  (m/s)
総 作 業 時 間 (時 :分 1秒 )

欝ざ覇務
有 効 作 業 量 (a/h)

圃 場 作 業 量  (a/h)
組 作 業 人 員  (人 )

３８０

３‐

65 8
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1
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039

51:20

644

245
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046

1 : 52 : 29

587

156

257

863

506

1
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